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ポイント：ボンネットヒンジの脱着作業はボン 
　　　　　ネットの指数には含まれません。 
　　　　　ボンネットヒンジの脱着または取替 
　　　　　に関する指数は、指数項目B080とし 
　　　　　て設定されています。 

取外し 

取付け 
新品のボンネットに 
組替える（塗装後） 

構成部品の組替 
（破損した構成部品の取替を含む） 

損傷した構成部品組付け 
状態のボンネット 

新品のボンネット 
（塗装後） 

図6　ボンネットの主な構成部品

図7　ボンネット脱着作業のイメージ

図8　ボンネット取替作業のイメージ
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2- 2．ボンネットに関する指数（指数項目B060・B070）
（1）対象部品

　ボンネットは、その本体およびボンネットシールやボンネットインシュレータなどから構成されており
主にボルトで車体に取付けられています（図6）。

（2）作業範囲

　指数には上記部品の脱着作業と取替作業が設定されています。それぞれの作業範囲は次のとおりです。
　①ボンネット脱着作業

　　脱着作業は、ボンネットを車体から取外し、再度取付ける作業です（図7）。取付け作業には、周囲の
　　パネルとの隙間や段差を調整する作業（立付調整作業）を含んでいます。

　

　②ボンネット取替作業

　　取替作業は、損傷したボンネットを車体から取外し、構成部品を塗装後の新品ボンネットに組替えた
　　後、再度車体に取付ける作業です（図８）。取付け作業には、立付調整作業を含んでいます。

指数テーブル使用方法
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図９　スバル インプレッサG4 GJ2･3･6･7系の指数テーブルと作業範囲

表２　指数テーブル各欄の説明

図10　スバル インプレッサG4 GJ2･3･6･7系 ボンネット取替の指数テーブル使用例

（3）具体例

　ボンネットの指数テーブルを見てみましょう。図9は「スバル インプレッサG4 GJ2･3･6･7系」の指数テー
ブルと作業範囲、表2はその説明です。

　それでは、実際に指数を使ってみましょう。損傷したフロントフードインシュレータ付きのフロントフード
COMPを取外し、新品に取替える場合を想定します。この場合の指数は 0.50になります（図10）。
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3．おわりに
　２部位についてニッサン エルグランド E52系とスバル インプレッサ G4 GJ2･3･6･7系の指数テーブルを
例に説明しましたが、車種ごとに構造が異なるため、指数テーブルの内容が今回の説明とは異なる場合も
あります。指数テーブルをご使用頂く際は、各車種の構造と作業範囲を十分ご確認されることをお勧め致
します。

（指数部／藤野一郎）

指数作業項目として取替の作業が設定されています。

再使用が出来ないと判断した構成部品は、部品名の後ろに「取替」が表示されます（※1）。

フロントフードインシュレータが取付けられている場合、指数に加算します。

説明図 9の番号

＜割増項目が設定される場合＞

　グレードや装備品の有無により発生する場合としない場合がある作業は、割増項目として指数を設定しています。

①指数作業項目

②（含）作業および
部品欄の取替表示

③割増項目
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四角形


